
様式第1－1号

整理番号 1 2－／

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓'ん9 ）

’

経費項目 詔間形讃･研修費･匠癖罰･舞繍靜瀧債･会議費･資料1誠費･資繩昔入費･事務費･割銅漬･人ｲ積

内 容
1

1社会課題を持つ当事者の声を聴くソフトの利用純

年月 日 令和6年／月旦妬～令和年月 日 金 額 19,250円

目的
G／1,1』ノ1Jし蛙14ヵ1口罫、唖＝1口…~色フJ雨畠Vh一羽又ロブ ”ごL一屯－．4pHりこフ グ己。

使途
月脅貝不|｣用料｛／月ガソ

県政との

関連性

理解を深めてもらうと共に､県民からの要望､意見をリアルタイムに受信し､県政に反映

させる。

く領収書貼付枠＞

補記：引落し先は「SMBC」 と記載があるが、

契約先は「海自会社ピースファクトリー」である。

|D 6- l－29 38j500I SNBC(SKﾖｽﾃﾑIjﾖ！

案分の理由

政務活動と後援会活動

で案分b

ﾛ貝』{X言錘貝(aノ

38,500円

案分率(b)

1／2

50％

政務活動費支出額(a×b)

19,250円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓 ）

整理番号

経費項目 調査研箭費･研修費･匝厩調･藍識儒諦曠･会議費･資料作成費･資繩脅入費･事務費･詞弼脅人件費

内 容 SNSを利用して社会課題に持つ当事者の声を聴くソフトの利用

年月 日 令和6年2月1日～令和年月 日 金 額 8,778円

目的
不堅Uソ…廷、口上可ロ延午｡｣′ロレL二コ…〃画つvノ戸･堅鼎jひご，月干ツ、VｰIH｣『ノゴロ割フ クJ、一ら.4口Hりこ

する。

使途
利用料金（2月分）

堅4方1口副一

県政との

関連性

SNSと不|｣用し~〔禄々な"奎冒呆題におけ｡当旱壱~の戸(薊言兄妾圭ノセ月忠さ、月牟伏に|可汀Y古勤し

ていく。また、県政への要望は新たな政策立案の一助となる。

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

頑乢又言錘貝(aノ

8,778円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

8,778円



領収書
画

請求書番号

領収書番号

支払い日

支払い方法

906BFC82-0007

ﾌR〕8-4802

2024年2月ユ日

請求先

ひきたたかし

〒

日本

1216hisako@gmail.com

iqqllESCo. ,Ltd.

〒145-007ユ

東京都

大用反

用同調布2-4-l8

日本

十8150-3503-0667

politician-contact@the-issues.jp

2024年2月1日に￥8,778を領収いたしました

説明 数愚 単価 金額

専用トピックプラン

2024/02/Ol～2024/03/01

1 ¥8,778 ￥8,778

８
８
－

－
７
．
７
－

Ｊ
朔
ヌ
ー

８
叩
８

↑
￥
亜
￥
一

小計

合計

支払い金額 ¥8,778

2828-4802.2024年2月ﾕ日に¥8,778を領収いたしました ﾕ/ユページ



様式第1－1号

轄理番号 ユー3

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓

グ

ユノ

〃 ）

経費項目 燕調･研修費･広聴癖費･野諒縢謡曠･会議費･資紺賊費･資l雑入費･事務費･弱銅漬･人件費

内 容 林活議連のﾒﾝﾊﾞｰとして,岡山県内のCIJr活用の事例､ﾊﾞｲﾎｽ発電他を視察。

年月 日 令和6年2月1日～令和6年2月2日 金 額 70,251円

目的
州百面…Uノノゾハーピ､4刻刻廼Uﾉｲ百ﾅ材1－ザノL、フ石]崖ｴ巴､"ﾔブﾛｺ崖弓言1工痙廿卍｣誌し､剖巽昂Uﾉｨﾂ睦禾1画1生1巳

に寄与することを目的とする。

使途
交通費･宿泊費

政務活動・

県政との

関連性

7ｲﾉ77イン刀ハ．Y㈱【ノノULl ､ャ､V利ﾉﾌﾝ'ノットUﾉﾉﾌﾝ〃u_Lレノこｲﾁｲ刻寺旧､､牛ﾘ穴味圏14(ﾉﾉ収限合ガﾑﾌLと

して相当の可能性が有る｡真庭､.ｲｵﾏｽ集積所は山林内の資材を出来る限り使うという思想

で運営されており､本県山林運営の参考となった｡又､真庭ﾊﾞｲボｽ発電所㈱は集積所で加工

されるﾁｯﾌﾟを利用しﾝ発電所の燃料として使われており､山林資源のﾘｻｲｸﾉﾚの可能性を本県

でも模索したい。

く領収書貼付枠＞

交通費JR2/1～2沼津駅衿三島駅今岡山駅(新幹纈 28,960円の

バス 〃五中前今沼津駅200円×2 400円③

会議室代 4,021円③

宿泊代､専用ﾊﾞｽ借上げ代真庭市ｶﾞｲﾄﾞ料他 86,650円(請求書明細参卿④

振込手数料 220円①

合計 70,251円

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

領収書金額(a)

70,251円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

70,251円
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’ ご利用ありがとうございます。

内容をご確麗いただきお持ち蝿りください。’
I

領鑪No駅-No 520103 ..､#d-N6
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但し､乗車鵠(ｸﾚジｯﾄ吸い)として

筆蕊鐵舗駕
司り用いただきましてありがとうございます

印綴税申告納

付につき名古屋中村

税務署承認済

06.520.38⑪ （裏面もご覧ください）
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年月 日
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振替先店番･科目･口座番号振替先店番･科目･口座番号
一

〕;76
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様式第1－5号 ④
支払証明書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 曳田卓）

(整理番号 ，2－3 ）

一

※本様式は、公共交通機関で領収書等が発行されない場合の運賃（例：私鉄・路線くス等への現金

乗車)及び回数券で有料道路を利用した場合の1回分の利用料金に限り使用することができる。

1,局ロUノと牙つり又オムつ/こ､ｰとにｲ､日巽呈のソまで.mo

令和6年2月2日

議員氏名 曳田卓

支払先 内容･積算の内訳 金額（円）

伊豆籟根バス 五中前ﾓｰｳ沼津駅(200円×2口 400円



00041251-03

2024年01月19日
’
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室田卓才羨

TEL:054-620-7731 FAX:054-6茄二汀西~－

請求害
平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
以下の通り、ご案内申し上げます。 よろしくお願い申し上げます。

伝

仁

ご請求額お支払いは、以下の口座に

02月09日 までにお振込みください。

￥36,650

ご入金額一雨~）
今回ご請求額 ￥36,650

口振込先：静岡銀行焼津支店普通：0376693
口座名：株式会社アンビ・ア

振込手数料は、お客様にてご負担頂きますよう、お願い致します。

〆

御請求内容 金額

□
□
□
□

出発日 2024年02月01日 （木） 2日間 (AZBOO1)
帰着日 2024年02月02日 （金）
ツアー名 静岡県議会森林・林業・林産業活性化促進議員連盟/岡山県視察団
明細
宿泊代

津山鶴山ホテル ( ¥16,500X l )
貸切バス代金
315,400円を19名で按分 ( ¥16,600X 1 )
ガイド料

真庭市ｶﾞｲﾄﾞ料 ( ¥3,000X l )
国内取扱手数料 ( ¥550X 1 )

【税込金額合計】 【内消費税額合計】

¥36,650 ¥3,331

消費税10%対象 ￥36,650 （内消費税） ￥3,331

０
０
０
０
５
６

，
，

６
６
１
１
￥
￥

￥3,000
¥550



様式第2号

I

県外調査概要書

令和6年2月5日

会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ

曳田卓

目 的
森林・林業の再生に向けて、県産材の利用促進に取り組む岡山県の先進事例に関する

情報収集を行う。 （静岡県議会森林・林業・林産業活性化促進議員連盟視察研修）

年月 日 令和6年2月1日 （木）～2日 （金）

場 所
視察地①㈱ライフデザイン･カバヤCLTモデル住宅(岡山市北区白石東新町7-110)

視察地②フランウッド㈱（津山市東新町114.4（宿舎会議室内で事業説明)）

視察地③真庭バイオマス集積基地（真庭市上河内3828.13）

視察地④真庭バイオマス発電所（真庭市目木1-1)

視察地⑤銘建工業㈱（真庭市勝山1209)

内 容
1 【行程】

2月1日 （木）

県内各地→岡山駅→視察地①㈱ライフデザイン・カバヤCLTモデル住

宅→視察地②フランウッド㈱→津山市内宿舎

2月2日 （金）

津山市内宿舎→視察地③真庭バイオマス集積基地－， 視察地④真庭バイオマス

発電所→視察地⑤銘建工業㈱→岡山駅→県内各地

2 【調査概要】

（1）ライフデザイン・カバヤ㈱CLTモデル住宅

【対応者】執行役員FCj特建事業本部長■■■■■
【鯛取内容】

ライフデザイン・カバヤ㈱は、岡山県戸建住宅着工戸数7年連続第1位を獲得す

るなど、岡山県を代表するハウスメーカーである。

同社は、住宅着工戸数の減少を見越し、店舗などの非住宅分野への事業拡大に取

り組んでいる。そこで注目したのがCLTである。 CLTとはCrossLaminated

Timberの略称で、板を交互に積み重ねて接着した木質系部材であり、強度が高く、



様式第2号

変形がしにくく、断熱性にも優れている。今回調査したCLTのモデル住宅では、

エアコンだけで部屋中が暖かく、断熱性の高さを実感した。

また、 ライフデザイン・カバヤ㈱は岡山県産材の活用に強力に取り組んでいる。

同社では、これまで外国産材を採用してきたが、現在は、年間700棟に岡山県産材

を採用している。今後も岡山県産材の活用を拡大していくこととしており、 2022年

には岡山県木材協同組合連合会と岡山県との3者で、建築物木材利用促進協定を締

結した。今後5年間で、これまでの200倍の県産材を利用することを目標に掲げて

いる 。

【県政への反映】

CLTを壁に使用することで､柱ではなく壁が建物を支える建築物となることか

ら、柱の無い大空間が実現でき、木造が進んでいない店舗等の非住宅分野で活用で

きる可能性がある。また、一度に使用する木材利用量も多く、県産材の需要創出い

う面では効果的である。しかしながら、価格は従来の木造建築より3割ほど割高に

なるということで、CLTの採用に当たっては、利点とコストのバランスに配慮す

る必要がある。

(2） （株）フランウッド

【対応者】代表取締役会長小原冨治雄氏／代表取締役社長高橋ひかり氏

【轆取内容】

同社は、植物から精製するフルフリルアルコールを木材に含浸させると、細胞

壁で化学反応を起こし、細胞壁が分厚くなるフラン化という現象が、木材の強度

等の性質を高める可能性があるとして、 2017年から京都府立大学と共同研究を開

始。経済産業省の技術高度化支援事業を活用して技術開発を続け、 2021年に岡山

県津山市にパイロット生産設備を導入、フランウッドとして販売を開始した。

国産材の代表であるスギやヒノキは、水分を吸収しやすくフラン化に適してい

る。また、 フラン化により、デッキ材などに採用されているオーク材などのハー

ドウッド並みに強度が高まることから、同社はハードウッドが採用されている部

材の代替（市場規模は3兆円）になりうると考えている。

また、ハードウッド材の価格はスギ材の5倍で取引されていることから、その

分スギ材を高く仕入れることができるようになり、地域の山に還元できるような

ピジネスモデルを想定している。

【県政への反映】

原料となるフルフリルアルコールの安定生産とスギ材の安定調達、フラン化加

工施設の整備など課題は多いが、新たな木材需要を創出するという観点では可能

性のある事業である。同社は海外輸出を見据え、欧州への輸出の条件となってい

るFSCなどの森林認証材の調達に注目しており、森林認証材が豊富な本県との

親和性も高い可能性がある。



様式第2号

た。 （3）真庭バイオマス集積基地

【対応者】 :真庭木材事業協同組合一
【艫､取内容】
当施設は、隣接する真庭バイオマス発電所に木質バイオマスを供給するため、

真庭木材事業協同組合が事業主体となって、山林内に残置されている未利用木材

や製材端材からチップを生産している。 2009年に第一工場を稼働、 2014年に第二

工場を稼働させ、年間約8万tの木材からチップを生産している。

材料は施設周辺の山林から未利用材を5,000円/t (着値）で購入している。生

産したチップは、乾燥率に応じた価格で近接するバイオマス発電所に供給してい

る。製材端材のほか庭木の剪定木も購入（参考価格3,000円/t) している。

当施設の広大な土場を利用し、集荷した未利用木材を丹念に仕分けし、製材用

材として販売することで、利益を確保するための努力・工夫も行っている。

チップエ場の今後の課題は､ .①近隣県で木質バイオマス発電所の整備が近年進

んだことでチップ需要が急拡大しており、未利用木材の調達が難しくなっている

こと。②チップエ場においても二酸化炭素の排出削減が求められており、既存設

備の改良・更新に必要な事業費の確保が困難であること等を上げていた。

【県政への反映】

森林・林業の再生には、山林内の資源をできる限り活用し、利益を得ていくこ

とが有効である。当施設の取組は、これまで山林内に残されていた木材の活用に

繋がる取組であり、利益を高める取組として非常に有効である。一方で、バイオ

マス発電所の整備が各地で急速に進む中、チップ工場の材料調達が困難になって

いる現状もあり、未利用材の供給とチップ加工、チップ需要のバランスが重要で
坐う

め○ ｡

（4）真庭バイオマス発電所

【対応者】真庭バｲｵﾏｽ発電株式会社■■■■■■■■■■■
【聡取内容】

当施設は、真庭市と地域の林業・木材産業事業者の9団体が設立した真庭パイ

オマス発電株式会社が運営し、 2015年から稼働。木質バイオマス（チップ）を燃

焼させて発生させた水蒸気でタービンを回し発電を行い、再生可能エネルギー固

定価格買取制度(FIT)により作った電気を電力会社に供給している。材料は

前述の真庭バイオマス集積基地から調達している。

年間11.5万tのチップを燃焼させ、 10,000kWを発電。当施設の原料となるチッ

プは、未利用木材のみでは安定調達が難しいことから、一般木材も全体の3割程

度調達している。しかし、未利用木材由来で発生した電力は買取価格が高いこと

から、未利用木材を安定的に調達していきたい考えである。施設整備には、発電

ボイラのほか、関西電力への通電ネットワークに接続するため、新たに鉄塔を3

本整備することなどが必要となり、総事業費は約40億円を要し



様式第2号

燃焼灰を農業用の肥料として活用しようと取り組んだが、灰には金属成分が残

っていることが判明したことから活用できず、産業廃棄物として埋設処分してい

る。

【県政への反映】

当施設の稼働で、未利用であった資源に価値が生じ、また雇用の創出（当施設

では新たに15人を雇用）にも繋がっていることから、非常に可能性のある事業で

ある。一方で未利用木材チップが安定供給されなければ、売電収入が不安定とな

ることから、未利用木材を安定的に調達するしくみづくりが重要である。

（5）銘建工業㈱

【対応者】 ：銘建工業株式会社代表取締役社長中島浩一郎氏

【聰取内容】

総務人事部長､

同社は1923年に創業、木材を張り合わせて住宅の構造材として利用される集成

材の国内トップメーカーである。海外の高層建築などでCLTが利用されている

ことに着目し、 2016年からCLTの生産を開始している。

CLTの特徴は、施工の早さ、鉄系資材と比べて軽量、高強度が上げられる。

特に施工の早さは、建設作業員の確保が難しくなる中で大きな利点となり得る。

また、CLTを採用して建設した同社事務所は、木造とは思えない大空間を実

現している。保温性も高く光熱費の縮減にもつながったという。木材利用の特徴

である柔らかい雰囲気も事務所全体に醸し出されており、学校などの教育施設に

おける活用がイメージできる。

また、集成材やCLTを生産する過程では、木材をかんな掛けすることで平滑

にする （プレーナー）工程が多く、相当量のかんな屑が発生する。同社では、 こ

のかんな屑を圧縮し、ペレットを生産している。ペレットは石油等の代替として、

ペレットストーブやピニールハウスのボイラ等で利用される。本県でもメロン生

産者で利用されているとのことであった。

【県政への反映】

CLTは様々な利点があるものの、一番の課題は素材自身の価格である。 CL

Tを採用する場合には、素材が持つ利点と施設に求める機能とのバランスを冷静

に分析する必要がある。



－三~軍司

議員氏宅

幸…方

経費項目 調聟形蹟･研彦費･蝿広報費雷調誇瀧潰･会議費･資粥昨成費･資糊瓢費･事務費層雨間･人件費

内 容 駐車場賃借料

年月 日 令和5年2月20日～令和年月 日 金 額 8,000円

目的

使途
2月分賃借料

碁q力1口罫

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

1

1

領収害

ふじの<に県民ｸﾗﾌﾞ 様

但駐車場代費聖月分として

令和6

領収金額

¥16,000--

案分の理由

政務活動と私用で按分

領収書誉金額(a)

16,000円

案分』 E(b)

1／2

％

學q力1口割具へ山函lq〃、Uノ

8,000円



様式第1－1号

一五~三子可

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓 ）

轄?巽杳~言

経費項目 願罰瑁･研修費･広聴広報費･蒔識儲穂積･会謡費･資料作5蹟･資糊肯入費･事務費･蒻朔漬･人付署

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和6年2月7日へ令和6年2月26日 金 額 3,870円

目的

使途
交通費

政務活動・

県政との

関連性

牌…ニーヘー･』皇』戸j一一Fー一一､ b~－H1ザダーーー手罰一一二J望巴〆+、､Jー脚匡岬昌･ ノー◎

･地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する 0

･確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会･委員会等の質問に反映する。

○議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する 。

○会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整･集約を行う。

､､､E貝沙Ⅸ谷壹γ1口'1,J1千,ジ〃

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

領収書金額(a)

3,870円

案分率(b)

／

100％

＝･レジIH＝ヅユヘト ｣額(a×b)

3,870円



別紙

屯

No. 月 日 用 件 金額（円）

1 2月7 日 来年度予算案件説明並びに議員総会 1，290

2 2月26日 ｺﾛﾅ融資に対する融資返済状況の聴取 2，580

3 月 日

4 月 日

5 月 日

6 月 日

７ 月 日

8 月 日

9 月 日

10 月 日

1 月 日

2 月 日

３ 月 日

4 月 日

5 月 日

6 月 日

７ 月 日

8 月 日

19 月 日

20 月 日

合 計 3，870



｜

No.1

2/7

JR沼津～静岡990円

ハ尋ｽ代(別紙）

>"""

990円

300円

:＝＝

■■■■ ］
５
５

。
【
冬
ｎ
Ｊ

“
貝
》
〔
。

。
ラ
ィ
（
。

＊
＊0207入 沼犀 出 静岡

No.2

2/26

JR沼津～静岡990円×2 1,980円

600円

鋒駕：
J肘 二二＝

ﾊﾞｽ代(別紙）

ｲ



様式第1－5号

支払証明書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 曳田卓）

(轄琿番号ユーォ ）

※本様式は、公共交通機関で領収書等が発行されない場合の運賃（例：私鉄・路線バス等への現金

乗車）及び回数券で有料道路を利用した場合の1回分の利用料金に限り使用することができる。

下記のとおり支払ったことに相違ありませ純

令和6年2月 7日

議員氏名 曳田卓

支払先 内容･積算の内訳 金額（円）

伊豆箱根バス 詞中前→沼津駅 200円

しずてつジャストライン 静岡駅前→静岡市役所葵区役所前 100円



様式第]~－5~号

支払証明書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 曳田卓

崖理番号 1－ケ）

※本様式は、公共交通機関で領収書等が発行されない場合の運賃（例：私鉄・路線バス等への現金

乗車）及び回数券で有料道路を利用した場合の1回分の利用料金に限り使用することができる。

r冒口のとおり又払つ7こ､=EILｲ､日〕呈めりま~ぱんﾉ。

‘年乏月上‘日

議員氏名 曳田卓

支払先 内容･積算の内訳 今額（円）

伊索根バス 五中前～沼津駅200円×2回 400円

しずてつジャストライン 静岡駅前～県庁･静岡市役所葵区役所前 200円



様式第1－1号

轄理番号 ’ 2－6

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓 ）

経費項目 獅究費･研修費･広聴広報費･鶏謝靜櫛擴･会議費･跡H匂頬･癖W銅･事務費･詞銅漬･人件費

内 容 新聞購読料(静岡新聞･沼津朝日･赤旗日曜胴

年月 日 令和6年2月26日～令年月 日 金 額 4,960円

目的
県政･社会情勢に関する情報収集

使途
静岡新聞･沼津朝日 2月分(4,030円）

燕日曜版 。 2月分( 930円）

政務活動.

県政との

関連性

広く県政等の情報を取集し、政策や質問の参考にする。

、､TJ貝HX青貝口『|､｣1言f=〃〃

新聞代 4,030リ ア”ｽ､、けｷ､､ﾊラ

向

日

Ｊ

ｌ

Ⅱ

「 ‐可

曳田卓様

新聞･雑誌名 税率部数金額(税込）

｢しんぶん赤旗｣日曜版 8％ 1 930

8%対象 861円(税抜） 消費税 69円

10%対象 0円(税抜） 消費税 0円

総赤旗

(取扱先）

2024年2月分

930円(税込）

日本共産党東部地区委員会
〒410-0312沼津市原698-1

し礁辮中央委員会登録番号T2700150120822

０
５
５
５
１
１
７
７

８
８
６
６
９
９

５
５
５
５
Ｏ
０

Ｌ
Ｘ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｆ

圀巴
I

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

領収書金額(a)

4,960円

朱”手山ノ

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

4,960円



様式第1－4号

｢=雲喜一F豆~三-7司

支出証拠書（自動車燃料代）

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓）ら
／
評
Ｐ【 2月分】

く領収書貼付枠〉

区分 前回給油(領収書貼付分)A 今回(直近の)給油B 総走行距離C=B-A

年月日 年 月 日 6年2月26日

走行距離 km km km

(経費項目別充当調

経費項目

事務費

※単価による充当方式 ：単価（円） ×走行""f (km)

※領収書による充当方式

･積上げ方式 ：領収書金額（円）×走行MMt (IKm)/総走行f鴎佳 （上記C) (k皿）
へ÷、Iクワ宮士幸,Iハp－Eマーグ、 壷『卜宗冒÷八毎／、， 、J n 、I〃けロー壱GI八

走行踊雅(km) 積算方法※ 充当額（円）

円× km/ km ﾀ2〃円

く支払証明＞上記のとおり支払った（充当した）ことを証明します6 議員氏名 曳田卓

案分の理由

政務活動と私用で按分

領収書金額(a)

/得榮〃〃円

朱万年旦いノ

1／り
△／狸

％

政務活動費支出額(a×b)

ｸ,ユ”円
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様式第1－1号

一三~三了司

支出証拠害

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓 ）

轄堤 F号

経費項目 冒趨fｦ蹟.珊彦費.広聴広報費･要蒲朧轆轤･会議費･資糊鰄費･資辮入費･事務費･蒻緬費･閃璃

内 容 事務員雇用

年月 日 令和6年2月1日へ令和6年2月29日 金 額 87,120円

目的
調査研究などの政務活動を補助する職員を雇用

使途
2月分給与

政務活動・

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

給与支払明細書

， 令和6年2月分

氏名■■■■■■

”ん""月=”1厘"円

給 与 通勤手当 支給額合計

控 除 額

所得税 雇 用

保険料

控除額

合計

差引支給額

87,120円 0円 87,]●20円 0円 0円 0円 87,120 円

受領印

受領日

■
2月29日

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

領収蕾金額(a)

87,120円

案分率(b)

／

100％

堅4万1白星ﾉ1頁ェ山餌kaハUノ

87,120円



様式第1－1号

轄理番号 2一一

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・曳田卓 ）

経費項目 調部仔讃･田修費･蝿広報費･蕊瀬儲穂臓･会識･資料作成賢･資糊背入費･事務費･事緬費･灰周

内 容 事務員雇用

年月 日 令和6年2月1日～令和6年2月29日 金 額 87,120円

目的
調査研究などの政務活動を補助する職員を雇用

使途
2月分給与

政務活動．

県政との

関連性

＜､ﾛ貝↓Ⅸ雪貞1口特呈〃

1

｜

’

給与支払明細書

令和6年2月分

‐－

”jx？"9二”〃"円

給与 通勤手当 支給額合計

控 除 額

所得税 雇 用

保険料

控除額

合 計

差引支給額

87,120円 0円 87,1.20円 0円 0円 0円 87,120円

受領印

受領日

■
2月29日．

案分の理由

全て政務活動に係るも

のである。

頑収吾塞(a)

87,120円

案分率(b)

／

100％

塁q刀1口翠蕊へ閂醒、巳"、Uノ

87, 120円


